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・ 第１四半期のユーロ圏の銀行貸出調査（調査時期は３月６日～23日）では、過去３ヶ月の企業向け融

資基準判断（「厳格化」と「緩和」の回答の差、マイナスが緩和超）が前回：▲５→今回：▲９と、

緩和超の度合いが増した。内訳は大企業向けが▲５→▲５と前回並みにとどまったのに対し、中小企

業向けが▲７→▲９と改善を主導した。融資基準判断に影響した要因を尋ねた設問では、「他行との

競争激化」と回答した割合の増加が前回調査対比で基準を緩和した主因となっている。今後３ヶ月の

融資基準は▲５→▲１と緩和超度合いが縮小するものの、一段の基準緩和が見込まれている。 

・ 過去３ヶ月の企業の資金需要判断（「増加」と「減少」の回答の差、プラスが増加超）は５調査連続

で増加超を記録したものの、増加超幅は＋18→＋６に縮小した。今後３ヶ月の資金需要判断は＋17→

＋39と大幅な改善が見込まれており、先行きの資金需要の回復期待が一段と強まっている。 

・ 不定期の調査項目の中では、ＥＣＢによる拡大資産買い入れプログラムにより、利益マージンの圧迫

を通じて収益性が悪化するとの回答がある一方で、資金調達環境の改善や流動性ポジションの改善な

どを好感する意見が多い。資産買い入れを通じて供給された流動性が非金融企業向け融資拡大に寄与

するかについては、過去６ヶ月の実績で回答者の28％が、今後６ヶ月の見通しでは回答者の35％が

「寄与する」と回答。資産買い入れが国債などに拡大されることが決定されたのは１月中旬、実際に

買い入れが開始されたのが３月第２週。今回の調査では買い入れ決定後から買い入れ開始直後の結果

を反映しており、ＥＣＢによる資産買い入れが融資拡大に一定の効果を発揮する可能性が示唆される。 

■ユーロ圏：銀行の融資基準 ■ユーロ圏：企業の資金需要

出所：欧州中央銀行 出所：欧州中央銀行
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■ユーロ圏の銀行貸出調査

2012 2013 2014 2015
3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

融資基準 企業全体 過去3ヶ月 15 14 7 6 5 2 1 -3 -2 -5 -9

今後3ヶ月 13 14 7 1 -6 0 -5 -3 -6 -5 -1
中小企業 過去3ヶ月 11 13 7 6 3 -3 0 -5 0 -7 -9
大企業 過去3ヶ月 17 15 4 3 5 2 -3 -4 -4 -5 -5
住宅ローン 過去3ヶ月 13 18 14 7 1 -0 -5 -4 -2 -4 2

資金需要 企業全体 過去3ヶ月 -31 -28 -27 -22 -13 -11 2 4 6 18 6
今後3ヶ月 -11 -12 -4 -0 2 10 24 25 17 17 39

注：融資基準は「厳格化」－「緩和」と回答した割合の差。資金需要は「増加」－「減少」の差。
出所：欧州中央銀行  


